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人
と
人
と
の
出
会
い
で
び
っ

く
り
す
る
こ
と
、
新
し
い
知
見

を
無
知
の
知
と
し
て
び
っ
く
り

仰
天
す
る
こ
と
が
今
に
も
続
く
。

ま
だ
好
奇
・
向
上
心
が
あ
っ
て
、

何
で
も
お
も
し
ろ
が
る
気
力
・

体
力
・
学
力
が
あ
る
の
だ
と
に

や
に
や
す
る
。
異
能
集
団
と
称

す
る
三
好
長
慶
会
の
夜
六
時
か

ら
八
時
の
研
究
例
会
に
毎
会
に

四
〇
人
以
上
が
出
席
し
て
く
れ

る
。
そ
こ
で
び
っ
く
り
の
新
情

報
が
交
換
さ
れ
る
。
戦
国
三
好

一
族
、
三
好
長
慶
の
学
術
的
大

展
開
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
に

　

進
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
先

月
号
に
書
い
た
。
天
野
忠
幸
さ

ん
の
精
励
に
よ
る
大
展
開
の
根

源
が
二
〇
〇
七
年
の
第
二
二
回

国
民
文
化
祭
で
の｢

戦
国
三
好

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

の
シ
ン
ポ
・

講
演
会
に
招
い
て
の
出
会
い
で

あ
る
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
、
そ

れ
か
ら
ま
だ
一
〇
年
目
で
あ
る
。

三
好
長
慶
会
々
員
が
新
陳
代
謝

を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
会
員
が

二
三
五
名
、
そ
の
発
足
が
一
九

九
九
年
七
月
一
二
日
の
旗
揚
げ

以
来
の
十
五
年
余
の｢

い
つ
も

い
つ
も
信
長
・
秀
吉
・
家
康
で

も
あ
る
ま
い
。
信
長
の
直
前
二

〇
年
の
戦
国
天
下
人
三
好
長
慶

こ
そ
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い｣

の
提
唱
が｢

そ
う
だ
そ
う
だ｣

と
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
。｢

為

せ
ば
成
る｣

の
心
意
気
を
相
互

に
認
め
合
い
、
共
生
・
共
存
・

共
栄
・
共
楽
…
の
偉
大
さ
を
共
々

に
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
昨
年
の
今
頃
に
広
島

県
立
文
書
館
で
写
真
の
よ
う
に
、

｢

広
島
藩
士
三
好
家
文
書
展
　

三
好
長
慶
か
ら
信
長
・
秀
吉
・

浅
野
長
勲
ま
で
　｣

が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
開
催
の
報
が
伊
予

道
後
の
三
好
恭
治
さ
ん
か
ら
Ｔ

Ｅ
Ｌ
で
あ
り
、
そ
れ
を
伊
吹
島

の
三
好
兼
光
さ
ん
に
連
絡
し
て

翌
日
に
は
海
上
タ
ク
シ
ー
で
広

　

島
県
立
文
書
館
に
直
行
し
て
配

布
資
料
・
パ
ン
フ
を
恵
送
し
て

く
れ
て
び
っ
く
り
。
そ
の
直
後

に
福
山
市
の
会
員
の
三
好
貫
之

さ
ん
か
ら｢

知
っ
て
い
ま
す
か｣

の
連
絡
と
資
料
の
ご
恵
送
。
三

好
義
継
か
ら
の
広
島
藩
士
の
三

好
氏
の
現
在
ま
で
の
存
続
、
そ

れ
が
伊
吹
島
三
好
氏
、
山
口
・

宇
部
市
の
三
好
氏
と
も
関
連
し
、

さ
ら
に
は
連
載
中
の
横
田
内
膳

正
村
詮
と
阿
波
岩
倉
城
で
双
璧

の
家
老
で
あ
っ
た
大
島
丹
波
応

成
が
こ
の
回
に
登
場
し
て
く
る
。

そ
の
謎
、
謎
の
謎
解
き
新
発
見

の
び
っ
く
り
仰
天
の
こ
と
を
記

録
す
る
。

　
広
島
県
立
文
書
館
で
の
昨
年

の
三
月
二
七
日
～
六
月
一
三
日

の
三
好
家
文
書
展
で
三
好
長
慶

か
ら
信
長
・
秀
吉
・
浅
野
長
勲

の
文
書
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
の

文
書
は
平
成
三
年
に
寄
贈
さ
れ

た
江
戸
時
代
の
文
書
二
七
点
、

平
成
二
五
年
に
親
族
か
ら
さ
ら

に
中
世
文
書
を
含
む
三
三
点
が

寄
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
に
、
び
っ
く
り
し
た

後
に
お
隣
り
の
岡
山
県
の
林
原

美
術
館
の
収
蔵
す
る
石
谷
家
文

書
の
公
開
と
『
石
谷
家
文
書
　

将
軍
側
近
の
み
た
戦
国
乱
世
』

の
発
刊
に
伴
う
徳
島
博
物
館
で

の
『
中
国
国
分
／
四
国
国
分
　

秀
吉
の
天
下
取
り
と
智
将
・
蜂

須
賀
正
勝
』
展
で
当
事
者
の
内

池
英
樹
さ
ん
の
講
演
で
び
っ
く

り
仰
天
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
ま
た｢

広
島
藩
士
三
好
家

文
書
展｣

の
文
書
の
解
読
に
天

野
忠
幸
さ
ん
が
関
わ
り
、
資
料

の
執
筆
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

こ
と
の
出
会
い
の
不
思
議
に
び

っ
く
り
し
て
い
た
ら
、
天
野
さ

ん
が
広
島
の
三
好
氏
伝
来
の｢

三

好
氏
系
図｣

に
よ
っ
て
記
述
し

て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
、
そ

の
存
在
を
知
っ
た
の
に
、
さ
ら

に
び
っ
く
り
、
び
っ
く
り
と
し

た
の
が
、
広
島
三
好
氏
の｢

三

好
氏
系
図｣

と
同
根
の｢

三
好
氏

系
図｣

を
異
能
の
東
條
英
機
さ

ん
が
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

群
馬
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
も
の

を
落
札
し
て
小
生
の
手
に
さ
せ
、

そ
の
前
の｢

三
好
長
慶
書
状｣

の

高
額
落
札
に
続
い
て
で
あ
っ
た

だ
け
に
、
び
っ
く
り
、
び
っ
く

り
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
広
島
藩
士
三
好
氏
が
戦
国
天

下
人
と
な
っ
た
三
好
長
慶
・
義

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一
氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

広島県立文書館の三好家文書展資料

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

い
し
が
い

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
八
二
）

文
・
出 

水
　
康 

生

｢
三
好
氏
系
図｣

か
ら
謎
解
き
・
新
発
見
、
そ
し
て
ま
た
謎

三
好
義
継
か
ら
広
島
藩
士
三
好
氏
、
岩
倉
城
家
老
大
島
丹
波
か
ら
鳥
取
藩
士
大
島
氏

Monthly Topics

ヤフーオークションで落札の三好氏系図

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

び
っ
く
り
、
び
っ
く
り

横
田
内
膳
の
こ
と

風流傘を依代としての風流踊り

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』
の

 

　
　
　 

三
好
長
慶
書
状

広
島
藩
士
三
好
氏
の
系
譜

三好氏系図の部分
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

鳥
取
藩
士
大
島
氏
の
こ
と

興
の
後
を
継
い
だ
十
河
一
存
の

嫡
子
か
ら
の
三
好
義
継
が
天
正

元(

一
五
七
三)

年
十
一
月
の

三
好
本
宗
家
の
断
続
に
関
わ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
三
好
義

継
が
織
田
信
忠
勢
に
若
江
城
を

攻
め
ら
れ
て
壮
烈
な
妻
子
共
々

の
自
刃
を
し
て
果
て
る
原
因
が

三
家
老
の
多
羅
尾
常
陸
介
生
基
・

池
田
丹
後
・
野
間
石
見
の
若
江

三
人
衆
の
裏
切
り
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
多
羅
尾
常
陸

介
生
基
と
三
好
義
継
と
同
腹
で

の
十
河
一
存
の
娘
の
ヲ
テ
イ
と

の
間
の
子
が
広
島
三
好
氏
の
元

祖
と
な
る
三
好
生
勝
の
孫
九
郎
・

助
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
生
勝
が

織
田
信
長
に
三
好
義
継
の
後
の

継
承
を
認
め
ら
れ
、
河
内
の
錦

部
郡
・
石
川
郡
で
五
四
九
〇
石

を
与
え
ら
れ
、
秀
吉
の
文
禄
の

朝
鮮
出
兵
の
時
に
肥
前
名
護
屋

城
の
本
丸
番
頭
と
し
て
阿
波
か

ら
の
東
條
紀
伊
守
と
尼
子
三
郎

左
衛
門
が
同
列
と
な
っ
て
勤
め

た
。
そ
の
後
に
豊
臣
秀
頼
の
旗

　

下
と
な
り
関
ヶ
原
合
戦
の
時
に

は
石
田
三
成
に
従
い
、
合
戦
後

の
秀
頼
の
リ
ス
ト
ラ
で
浪
人
と

な
り
黒
田
官
兵
衛
と
入
魂
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
黒
田
筑
前
守
長

政
の
旗
下
と
な
っ
て
い
て
、
大

坂
冬
の
陣
で
活
躍
し
た
が
老
齢

を
理
由
と
し
て
天
竜
寺
に
隠
居

し
て
い
た
が
、
そ
の
子
三
人
が

浅
野
但
馬
守
長
晟
と
出
雲
国
主

池
田
備
中
守
長
吉
に
そ
れ
ぞ
れ

が
家
臣
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。

浅
野
長
晟
に
黒
田
家
と
同
じ
三

〇
〇
〇
石
を
嫡
男
生
勝
が
二
〇

〇
〇
石
、
他
の
二
人
が
五
〇
〇

石
宛
で
召
し
抱
え
ら
れ
、
以
後

に
広
島
藩
で
重
用
さ
れ
て
存
続

し
、
三
好
家
文
書
を
保
存
し
て

現
在
に
至
り｢
三
好
文
書
展｣

が
昨
年
に
開
催
さ
れ
て
、
そ
れ

を
び
っ
く
り
し
た
の
で
あ
る
。

　
広
島
藩
士
三
好
氏
が
三
好
義

継
か
ら
多
羅
尾
氏
と
の
関
係
か

ら
成
立
す
る
が
、
そ
の
三
好
氏

　

と
不
思
議
な
関
連
を
持
ち
な
が

ら
鳥
取
藩
士
大
島
氏
が
存
続
す

る
。
そ
の
大
島
氏
は
横
田
村
詮

と
共
に
阿
波
岩
倉
城
の
三
好
康

長
の
下
で
家
老
で
あ
っ
た
大
島

丹
波
応
成
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
系
図
と
宛
行
状
を
手
に
し

な
が
ら
、
横
田
内
膳
正
村
詮
の

記
述
の
最
後
に
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
が
不
思
議
の
巡
り
あ
わ
せ

で
今
回
の
記
述
と
な
る
。

　
写
真
の
よ
う
に
大
島
丹
波
応

成
に｢

阿
波
国
岩
倉
西
ノ
城
に

住
す
。
後
に
秀
吉
公
四
国
表
に

御
発
向
の
節
城
明
け
渡
し
浪
々

す
。
後
に
石
田
治
部
少
輔
三
成

に
仕
え
慶
長
弐
丁
酉
四
月
七
日

に
卒
す
。
寺
は
京
都
新
黒
谷
金

光
明
院
、
戒
名
雲
出
西
住
と
号

す
。
妻
は
三
好
備
中
守
殿
娘
戒

名
花
屋
妙
寿
と
号
し
安
芸
広
島

大
島
四
郎
左
衛
門
宅
に
て
死
す
。

寺
は
金
龍
寺｣

と
記
録
さ
れ
る
。

応
成
の
弟
の
定
保
に
は｢

石
田

三
成
に
仕
え
関
ヶ
原
一
戦
の
前

に
岐
阜
へ
加
勢
、
そ
の
後
澤
山

の
城
に
て
自
害
す｣

。
定
保
の

子
の
定
貴
・
定
久
に
は｢

浅
野

紀
伊
守
様
に
仕
え
今
に
家
存
続

す｣｢

右
両
人
共
浅
野
紀
伊
守
殿

に
仕
え
今
に
家
有
り｣

と
記
録

さ
れ
る
。
そ
し
て
応
成
の
嫡
男

の
興
成(

利
忠)

、
四
郎
左
衛

門
に
は｢

幼
少
の
時
阿
波
国
に

て
和
談
の
人
質
と
し
て
長
宗
我

部
土
佐
守
殿
手
前
へ
居
住
す
。

以
後
本
国
に
て
生
駒
讃
州
に
仕

え
後
に
浅
野
紀
伊
守
殿
に
仕
え

今
に
家
有
り｣

と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
広
島
藩
士
三
好

氏
と
阿
波
岩
倉
城
家
老
の
大
島

丹
波
か
ら
の
鳥
取
藩
士
の
大
島

氏
が
関
連
し
て
広
島
藩
士
三
好

氏
は
三
好
長
慶
以
来
の
威
勢
を

背
景
と
し
て
重
用
さ
れ
て
、
江

戸
時
代
に
生
き
貴
重
な
三
好
家

文
書
を
保
存
し
て
現
代
に
公
開

さ
れ
る
。

　
鳥
取
藩
士
の
大
島
氏
は
石
田

三
成
か
ら
池
田
輝
政
・
忠
継
・

忠
雄
・
光
仲
・
綱
清
…
、
と
継

承
さ
れ
る
池
田
氏
に
仕
え
て
播

州
姫
路
か
ら
備
中
岡
山
へ
、
そ

し
て
因
幡
の
鳥
取
に
転
住
し
て

藩
の
御
用
人
と
し
て
重
用
さ
れ

る
。
そ
れ
が
伯
耆
米
子
藩
の
中

村
氏
の
家
老
と
し
て
米
子
城
築

城
と
そ
の
城
下
の
街
作
り
に
大

活
躍
し
な
が
ら
中
村
一
氏
の
後

を
継
い
だ
藩
主
中
村
忠
一
に
慶

長
八
年
に｢

上
意
討
ち｣

さ
れ

た
横
田
内
膳
正
村
詮
の
壮
絶
な

最
期
の
後
の
時
代
に
歴
代
が
大

島
四
郎
兵
衛
を
名
乗
り
、
慶
長

の
九
年
の
輝
政
・
慶
長
十
八
年

の
忠
継
、
元
和
五
年
の
忠
長
か

ら
の
宛
行
状
か
ら
写
真
の
よ
う

に
慶
安
三
年
の
池
田
光
仲
か
ら

の
因
幡
国
法
美
郡
三
代
寺
村(

岩

美
郡
国
府
町)

、
伯
耆
国
八
橋

郡
亀
谷
村(

東
伯
郡
北
栄
町)

で
の
宛
行
状
、
元
禄
二
年
の
池

田
綱
清
の
因
幡
伯
耆
両
国
内
の

知
行
宛
行
状
か
ら
享
保
・
明
和
・

寛
政
・
文
化
・
天
保
の
歴
代
鳥

取
藩
主
池
田
氏
か
ら
の
宛
行
状

が
現
存
さ
れ
て
い
る
。

　　
一
次
史
料
で
学
術
的
な
大
展

開
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
在
地
の

二
次
史
料
と
各
家
の
系
図
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
全
国
各
地
の

三
好
氏
の
系
譜
・
由
縁
が
、
謎

解
き
と
新
発
見
を
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
謎
の
謎

を
発
生
さ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
に

目
に
し
て
来
た
系
図
と
位
牌
・

墓
碑
と
伝
家
の
宝
物
・
伝
承
の

四
点
セ
ッ
ト
で
の
再
評
価
を
し

て
来
た
が
、
そ
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
も
さ
て
も
身
近
な
故
郷
の

歴
史
の
再
認
識
・
再
検
討
が
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

異
能
の
同
志
が
共
々
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
り
か
つ

岡
山
城
築
城
の
こ
と

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と 勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

貝
塚
御
坊
と
中
村
一
氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

日本一の地蔵堂

中
村
一
氏
、
近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

久米田寺大師堂

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

中村一氏が近江水口の6万石に出世した
　　 岡山城を築城する岡山の画像

蛸地蔵駅を装飾する岸和田合戦の
　　 ステンドグラスの画像

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

阿波岩倉城の大島氏系図

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板

各
地
の｢

三
好
氏
系
図｣

の

再
見

大島氏の因幡・伯耆での知行宛行状


